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(57)【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 橋 軸 方 向 に 延 在 し 路 面 と な る 路 面 部 位 と 、 前 記 橋 軸 方 向 に 延 在 し 路 端 と な る 路 端 部 位 と

、 前 記 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 端 部 と を 備 え た プ レ キ ャ ス ト 床 版 で あ っ て 、

　 橋 軸 直 角 方 向 に お い て 、 前 記 路 端 部 位 か ら 前 記 端 部 に 至 る 範 囲 の 一 部 に 、 前 記 路 面 部 位

よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 耐 水 部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 耐 水 部 は 、

　 セ メ ン ト と 、

　 粒 径 ５ ． ０ ｍ ｍ 以 下 、 絶 乾 密 度 ２ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ
３

以 上 、 吸 水 率 ３ ． ０ ％ 以 下 、 粘 度 塊 量

１ ． ０ ％ 以 下 、 微 粉 分 量 ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ 含 有 量 ０ ． ０ ２ ％ 以 下 、 Ｊ Ｉ Ｓ  Ａ  １ １

０ ５ に 規 定 さ れ た 細 骨 材 の 有 機 不 純 物 試 験 方 法 に よ る 有 機 不 純 物 の 試 験 結 果 が 「 淡 い 」 、

Ｊ Ｉ Ｓ  Ａ  １ １ ２ ２ に 規 定 さ れ た 硫 酸 ナ ト リ ウ ム に よ る 骨 材 の 安 定 性 試 験 方 法 に よ る 安 定

性 が １ ０ ％ 以 下 、 及 び Ｊ Ｉ Ｓ  Ａ  ５ ３ ０ ８ 付 属 書 １ に 規 定 さ れ た ア ル カ リ シ リ カ 反 応 性 に

よ る 区 分 が 区 分 Ａ で あ る 骨 材 と 、

　 Ｊ Ｓ Ｃ Ｅ － Ｂ  １ ０ １ － １ ９ ９ ９ に 規 定 さ れ た 回 収 水 以 外 の 練 混 ぜ 水 と 、

　 Ｊ Ｉ Ｓ  Ａ  ６ ２ ０ ４ に 規 定 さ れ た 高 性 能 減 水 剤 で あ る コ ン ク リ ー ト 用 化 学 混 和 剤 と 、

　 直 径 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ２ ４ ｍ ｍ 及 び 引 張 強 度 ２ × １ ０
３

Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以

上 の 補 強 用 繊 維 と 、

を 含 む 混 合 物 が 硬 化 し た 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ 、

　 前 記 耐 水 部 は 、 前 記 路 面 部 位 と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、 前 記 橋 軸 直 角 方 向 に お け る
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前 記 路 端 部 位 か ら 前 記 路 端 部 位 と 前 記 端 部 と の 間 の 前 記 路 端 部 位 と 前 記 端 部 と を 含 ま な い

部 位 に 至 る 範 囲 の み に お い て 、 前 記 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 前 記 橋 軸 方 向 に 延 在

し て い る 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 。

【 請 求 項 ２ 】

　 　 橋 軸 方 向 に 延 在 し 路 面 と な る 路 面 部 位 と 、 前 記 橋 軸 方 向 に 延 在 し 路 端 と な る 路 端 部 位

と 、 前 記 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 端 部 と を 備 え た プ レ キ ャ ス ト 床 版 で あ っ て 、

　 橋 軸 直 角 方 向 に お い て 、 前 記 路 端 部 位 か ら 前 記 端 部 に 至 る 範 囲 の 一 部 に 、 前 記 路 面 部 位

よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 耐 水 部 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 耐 水 部 は 、

　 セ メ ン ト と 、

　 粒 径 ５ ． ０ ｍ ｍ 以 下 、 絶 乾 密 度 ２ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ
３

以 上 、 吸 水 率 ３ ． ０ ％ 以 下 、 粘 度 塊 量

１ ． ０ ％ 以 下 、 微 粉 分 量 ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ 含 有 量 ０ ． ０ ２ ％ 以 下 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １ １

０ ５ に 規 定 さ れ た 細 骨 材 の 有 機 不 純 物 試 験 方 法 に よ る 有 機 不 純 物 の 試 験 結 果 が 「 淡 い 」 、

Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １ １ ２ ２ に 規 定 さ れ た 硫 酸 ナ ト リ ウ ム に よ る 骨 材 の 安 定 性 試 験 方 法 に よ る 安 定

性 が １ ０ ％ 以 下 、 及 び Ｊ Ｉ Ｓ Ａ ５ ３ ０ ８ 付 属 書 １ に 規 定 さ れ た ア ル カ リ シ リ カ 反 応 性 に

よ る 区 分 が 区 分 Ａ で あ る 骨 材 と 、

　 Ｊ Ｓ Ｃ Ｅ － Ｂ １ ０ １ － １ ９ ９ ９ に 規 定 さ れ た 回 収 水 以 外 の 練 混 ぜ 水 と 、

　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ ６ ２ ０ ４ に 規 定 さ れ た 高 性 能 減 水 剤 で あ る コ ン ク リ ー ト 用 化 学 混 和 剤 と 、

　 直 径 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ２ ４ ｍ ｍ 及 び 引 張 強 度 ２ × １ ０
３

Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以

上 の 補 強 用 繊 維 と 、

を 含 む 混 合 物 が 硬 化 し た 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ 、

　 前 記 プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 前 記 耐 水 部 以 外 の 箇 所 は 、 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト で は

な い コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ 、

　 前 記 耐 水 部 は 、 前 記 路 端 部 位 に 接 合 さ れ た 耐 水 部 材 に よ り 形 成 さ れ 、 前 記 橋 軸 直 角 方 向

に お け る 前 記 路 端 部 位 か ら 前 記 路 端 部 位 と 前 記 端 部 と の 間 の 前 記 路 端 部 位 と 前 記 端 部 と を

含 ま な い 部 位 に 至 る 範 囲 の み に お い て 、 前 記 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 前 記 橋 軸 方

向 に 延 在 し て お り 、

　 前 記 耐 水 部 材 は 、 前 記 路 端 部 位 の 近 傍 の 前 記 路 面 部 位 の み を 覆 い つ つ 前 記 橋 軸 方 向 に 延

在 し て い る 平 板 と 、 前 記 耐 水 部 に よ り 前 記 路 端 部 位 の 上 方 に 形 成 さ れ る 地 覆 を 覆 い つ つ 前

記 橋 軸 方 向 に 延 在 し て い る 平 板 と が 前 記 路 端 部 位 に お い て 連 結 さ れ た 形 状 を 有 す る 、 プ レ

キ ャ ス ト 床 版 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 前 記 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 前 記 路 端 部 位 か

ら 前 記 端 部 に 至 る 範 囲 に お い て 、 鉄 筋 を 含 み 前 記 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し た 上 部 構 造

物 が 形 成 さ れ た 橋 梁 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 を 配 置 す る 配 置 工 程 と 、

　 配 置 工 程 に よ り 配 置 さ れ た 前 記 プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 前 記 路 端 部 位

か ら 前 記 端 部 に 至 る 範 囲 に お い て 、 鉄 筋 を 含 み 前 記 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し た 上 部 構

造 物 を 形 成 す る 上 部 構 造 物 形 成 工 程 と 、

を 備 え た 橋 梁 構 造 の 形 成 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 、 橋 梁 構 造 及 び 橋 梁 構 造 の 形 成 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト （ precast concrete） 部 材 と し て 製 作 さ れ る プ レ キ ャ ス ト 床

版 は 、 鋼 橋 等 の 橋 梁 の 床 版 と し て 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 橋 梁 構 造 の

形 成 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ の 方 法 で は 、 壁 高 欄 の た め の 鉄 筋 を 含 む 平 板 状 の
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プ レ キ ャ ス ト 床 版 が 配 置 さ れ る 。 配 置 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 路 端 と な る 路 端 部 位 か ら

プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 端 部 に 至 る 範 囲 に 、 鉄 筋 を 含 む プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら 形

成 さ れ た 壁 高 欄 が 接 合 さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ３ ６ ２ ０ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 壁 高 欄 又 は 中 央 分 離 帯 等 の 上 部 構 造 物 と プ レ キ ャ ス ト 床 版 と の 境 界 に 路 面 と

な る 路 面 部 位 か ら の 水 が 侵 入 す る と 、 上 部 構 造 物 の 鉄 筋 が 腐 食 し 易 い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 路 面 部 位 か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と が で き る プ レ キ ャ ス ト

床 版 、 橋 梁 構 造 及 び 橋 梁 構 造 の 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 橋 軸 方 向 に 延 在 し 路 面 と な る 路 面 部 位 と 、 橋 軸 方 向 に 延 在 し 路 端 と な る 路 端

部 位 と 、 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 端 部 と を 備 え た プ レ キ ャ ス ト 床 版 で あ っ て 、 橋 軸 直 角 方 向 に

お い て 、 路 端 部 位 か ら 端 部 に 至 る 範 囲 の 少 な く と も 一 部 に 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し

つ つ 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 耐 水 部 を さ ら に 備 え 、 耐 水 部 は 、 セ メ ン ト と 、 粒 径 ５ ． ０ ｍ ｍ 以

下 、 絶 乾 密 度 ２ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ
３

以 上 、 吸 水 率 ３ ． ０ ％ 以 下 、 粘 度 塊 量 １ ． ０ ％ 以 下 、 微 粉

分 量 ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ 含 有 量 ０ ． ０ ２ ％ 以 下 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １ １ ０ ５ に 規 定 さ れ た 細

骨 材 の 有 機 不 純 物 試 験 方 法 に よ る 有 機 不 純 物 の 試 験 結 果 が 「 淡 い 」 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １ １ ２ ２

に 規 定 さ れ た 硫 酸 ナ ト リ ウ ム に よ る 骨 材 の 安 定 性 試 験 方 法 に よ る 安 定 性 が １ ０ ％ 以 下 、 及

び Ｊ Ｉ Ｓ Ａ ５ ３ ０ ８ 付 属 書 １ に 規 定 さ れ た ア ル カ リ シ リ カ 反 応 性 に よ る 区 分 が 区 分 Ａ で

あ る 骨 材 と 、 Ｊ Ｓ Ｃ Ｅ － Ｂ １ ０ １ － １ ９ ９ ９ に 規 定 さ れ た 回 収 水 以 外 の 練 混 ぜ 水 と 、 Ｊ

Ｉ Ｓ Ａ ６ ２ ０ ４ に 規 定 さ れ た 高 性 能 減 水 剤 で あ る コ ン ク リ ー ト 用 化 学 混 和 剤 と 、 直 径 ０

． １ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ２ ４ ｍ ｍ 及 び 引 張 強 度 ２ × １ ０
３

Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 の 補 強

用 繊 維 と を 含 む 混 合 物 が 硬 化 し た 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ て い る プ レ

キ ャ ス ト 床 版 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 は 、 橋 軸 直 角 方 向 に お い て 、 路 端 部 位 か ら 端 部 に

至 る 範 囲 の 少 な く と も 一 部 に 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 耐 水

部 を 備 え 、 耐 水 部 は 耐 水 性 に 優 れ た 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ て い る た

め 、 耐 水 部 か ら 端 部 に 至 る 範 囲 に お け る 路 面 部 位 か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 場 合 、 耐 水 部 は 、 路 面 部 位 と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路

端 部 位 か ら 端 部 に 至 る 全 て の 範 囲 に お い て 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 に

延 在 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 耐 水 部 は 、 路 面 部 位 と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、 橋 軸 直 角 方 向 に

お け る 路 端 部 位 か ら 端 部 に 至 る 全 て の 範 囲 に お い て 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋

軸 方 向 に 延 在 し て い る た め 、 広 い 範 囲 に 亘 っ て 路 面 部 位 か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 確 実 に

高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 耐 水 部 は 、 路 面 部 位 と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路 端 部

位 か ら 路 端 部 位 と 端 部 と の 間 の 部 位 に 至 る 範 囲 に お い て 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ

つ 橋 軸 方 向 に 延 在 し て い て も よ い 。
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【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 耐 水 部 は 、 路 面 部 位 と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、 橋 軸 直 角 方 向 に

お け る 路 端 部 位 か ら 路 端 部 位 と 端 部 と の 間 の 部 位 に 至 る 範 囲 に お い て 、 路 面 部 位 よ り も 上

方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 に 延 在 し て い る た め 、 少 量 の 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト に よ

り 、 路 面 部 位 か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 耐 水 部 は 、 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路 端 部 位 か ら 路 端 部 位 と 端 部 と の 間 に 至 る 範 囲

に お い て 、 路 端 部 位 に 接 合 さ れ 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 に 延 在 し て い

る 耐 水 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 耐 水 部 は 、 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路 端 部 位 か ら 路 端 部 位 と 端 部 と の

間 に 至 る 範 囲 に お い て 、 路 端 部 位 に 接 合 さ れ 、 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向

に 延 在 し て い る 耐 水 部 材 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 耐 水 部 材 の み が 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク

リ ー ト に よ り 形 成 さ れ て い れ ば よ い た め 、 最 小 限 の 量 の 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト に

よ り 、 路 面 部 位 か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 本 発 明 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路 端 部 位 か ら

端 部 に 至 る 範 囲 に お い て 、 鉄 筋 を 含 み 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し た 上 部 構 造 物 が 形 成 さ

れ た 橋 梁 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路 端 部 位 か ら 端

部 に 至 る 範 囲 に お い て 、 鉄 筋 を 含 み 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し た 上 部 構 造 物 が 形 成 さ れ

て い る が 、 路 面 部 位 か ら の 水 の 上 部 構 造 物 へ の 侵 入 は 耐 水 部 に よ り 防 が れ る た め 、 上 部 構

造 物 の 鉄 筋 の 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 を 配 置 す る 配 置 工 程 と 、 配 置 工 程 に よ り 配

置 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 橋 軸 直 角 方 向 に お け る 路 端 部 位 か ら 端 部 に 至 る 範 囲 に お い て

、 鉄 筋 を 含 み 路 面 部 位 よ り も 上 方 に 突 出 し た 上 部 構 造 物 を 形 成 す る 上 部 構 造 物 形 成 工 程 と

を 備 え た 橋 梁 構 造 の 形 成 方 法 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 、 橋 梁 構 造 及 び 橋 梁 構 造 の 形 成 方 法 に よ れ ば 、 路 面 部 位 か ら

の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 路 端 部 位 、 端 部 及 び 耐 水 部 と 、 路 端 部 位

か ら 端 部 に 至 る 範 囲 に お い て 形 成 さ れ た 壁 高 欄 と を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 路 端 部 位 、 端 部 及 び 耐 水 部 と 、 路 端 部 位

か ら 端 部 に 至 る 範 囲 に お い て 形 成 さ れ た 壁 高 欄 と を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 路 端 部 位 、 端 部 及 び 耐 水 部 材 と 、 路 端 部

位 か ら 端 部 に 至 る 範 囲 に お い て 形 成 さ れ た 壁 高 欄 と を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 鋼 橋

等 の 橋 梁 構 造 に お い て 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 路 端 部 位 か ら プ レ キ ャ ス ト 床 版 の 端 部 に 至 る

範 囲 に 、 上 部 構 造 物 と し て 壁 高 欄 が 形 成 さ れ る 態 様 に つ い て 主 に 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ

う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 橋 梁 構 造 １ ０ ａ の 形 成 方 法 の 配 置 工 程 に お い て 、 プ レ キ ャ ス ト

床 版 ２ ０ ａ が 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ は 、 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し 路 面 と な る 路 面 部 位 ２ １ と 、 橋 軸 方 向
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Ｘ に 延 在 し 路 端 と な る 路 端 部 位 ２ ３ と 、 橋 軸 方 向 に 延 在 す る 端 部 ２ ２ と を 備 え る 。 プ レ キ

ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ は 、 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 全 て の 範

囲 に お い て 、 路 面 部 位 ２ １ よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 す る 耐 水 部 ２ ５ を 有

す る 。 耐 水 部 ２ ５ は 、 路 面 部 位 ２ １ と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 耐 水 部 ２ ５ に よ

り 、 路 端 部 位 ２ ３ の 上 に 地 覆 ２ ４ が 形 成 さ れ る 。 路 面 部 位 ２ １ と 耐 水 部 ２ ５ と の 高 さ の 差

は 、 例 え ば 、 ８ ０ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。 ま た 、 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端

部 位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ ま で の 長 さ は 、 例 え ば ３ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。 プ

レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ の 内 部 に は 、 壁 高 欄 ３ ０ を 形 成 す る た め の 鉄 筋 ２ ８ が 含 ま れ て い る

。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 耐 水 部 ２ ５ を 含 む プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ は 、 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形 成

さ れ て い る 。 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト は 、 セ メ ン ト と 、 骨 材 と 、 練 混 ぜ 水 と 、 コ ン

ク リ ー ト 用 化 学 混 和 剤 と 、 補 強 用 繊 維 と を 含 む 混 合 物 が 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト で あ る 。 セ

メ ン ト に は 、 中 庸 熱 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 耐 硫 酸 塩 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 及 び 低 熱 ポ ル

ト ラ ン ド セ メ ン ト な ど の 使 用 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 骨 材 は 、 粒 径 ５ ． ０ ｍ ｍ 以 下 、 絶 乾 密 度 ２ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ
３

以 上 、 吸 水 率 ３ ． ０ ％ 以 下 、

粘 度 塊 量 １ ． ０ ％ 以 下 、 微 粉 分 量 ２ ． ０ ％ 以 下 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ 含 有 量 ０ ． ０ ２ ％ 以 下 、 Ｊ Ｉ Ｓ

（ 日 本 工 業 規 格 ： Japanese IndustrialStandards） Ａ １ １ ０ ５ に 規 定 さ れ た 細 骨 材 の 有

機 不 純 物 試 験 方 法 に よ る 有 機 不 純 物 の 試 験 結 果 が 「 淡 い 」 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １ １ ２ ２ に 規 定 さ

れ た 硫 酸 ナ ト リ ウ ム に よ る 骨 材 の 安 定 性 試 験 方 法 に よ る 安 定 性 が １ ０ ％ 以 下 、 及 び Ｊ Ｉ Ｓ

 Ａ ５ ３ ０ ８ 付 属 書 １ に 規 定 さ れ た ア ル カ リ シ リ カ 反 応 性 に よ る 区 分 が 区 分 Ａ で あ る 骨 材

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 練 混 ぜ 水 は 、 Ｊ Ｓ Ｃ Ｅ （ 土 木 学 会 ： JapaneseSociety of Civil Engineers） － Ｂ １ ０

１ － １ ９ ９ ９ に 規 定 さ れ た 回 収 水 以 外 の 水 で あ る 。 コ ン ク リ ー ト 用 化 学 混 和 剤 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ

 Ａ ６ ２ ０ ４ に 規 定 さ れ た 高 性 能 減 水 剤 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 補 強 用 繊 維 は 、 直 径 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ２ ４ ｍ ｍ 及 び 引 張 強 度 ２ × １ ０
３

Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 の 繊 維 で あ る 。 補 強 用 繊 維 に は 、 例 え ば 、 鋼 繊 維 や 高 強 度 ア ラ ミ ド 繊 維

、 炭 素 繊 維 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 セ メ ン ト 、 骨 材 、 練 混 ぜ 水 、 コ ン ク リ ー ト 用 化 学 混 和 剤 及 び 補 強 用 繊 維 の 配 合 例 と し て

は 、 例 え ば 、 補 強 用 繊 維 を 直 径 ０ ． ２ ｍ ｍ 、 長 さ １ ５ ｍ ｍ の 鋼 繊 維 を 混 入 率 ２ ｖ ｏ ｌ ． ％

で 混 入 さ せ 、 フ ロ ー 値 ２ ６ ０ ｍ ｍ 、 練 混 ぜ 水 １ ８ ０ ｋ ｇ ／ ｍ
３

、 標 準 配 合 紛 体 ２ ２ ５ ４ ｋ

ｇ ／ ｍ
３

、 補 強 用 繊 維 １ ５ ７ ｋ ｇ ／ ｍ
３

、 及 び 高 性 能 減 水 剤 ２ ４ ｋ ｇ ／ ｍ
３

に 配 合 す る こ

と が で き る 。 標 準 配 合 紛 体 の 構 成 範 囲 は 、 例 え ば 、 低 熱 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト ３ ３ ～ ４ ５

質 量 ％ 、 シ リ カ フ ュ ー ム ７ ～ ２ ２ 質 量 ％ 、 中 間 粒 子 １ ０ ～ ２ ４ 質 量 ％ 及 び 骨 材 ２ ８ ～ ４ ２

質 量 ％ と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト は 、 特 に 、 マ ト リ ク ス が セ メ ン ト と ポ ゾ ラ ン 材 及

び エ ト リ ン ガ イ ト 生 成 系 材 料 か ら な る セ メ ン ト （ 結 合 材 ） 、 骨 材 、 練 混 ぜ 水 並 び に 高 性 能

減 水 剤 か ら 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 配 合 は 、 標 準 示 方 配 合 と す る こ と が 好 ま し い 。 補 強

用 繊 維 は 、 直 径 ０ ． ２ ｍ ｍ 、 長 さ １ ５ ｍ ｍ （ 製 造 誤 差 ± ２ ｍ ｍ 未 満 ） 及 び 引 張 強 度 ２ × １

０
３

Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 の 鋼 繊 維 と 、 直 径 ０ ． ２ ｍ ｍ 、 長 さ ２ ２ ｍ ｍ （ 製 造 誤 差 ± ２ ｍ ｍ 未 満

） 及 び 引 張 強 度 ２ × １ ０
３

Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 の 鋼 繊 維 と を 混 合 し た も の を １ ． ７ ５ ｖ ｏ ｌ ．

％ 混 入 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後 の 各 強 度 の 特 性 値

は ， 圧 縮 強 度 １ ８ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

、 ひ び 割 れ 発 生 強 度 ８ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

、 引 張 強 度 ８ ． ８ Ｎ ／ ｍ

ｍ
２

と す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 当 該 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト の 標 準 示 方 配 合 は 、 フ ロ ー 値 ２ ５ ０ ± ２ ０ ｍ ｍ 、 結

合 材 に 対 す る 練 混 ぜ 水 の 比 率 が １ ５ ％ 、 空 気 量 ２ ． ０ ％ 、 練 混 ぜ 水 １ ９ ５ ｋ ｇ ／ ｍ
３

、 結

合 材 １ ２ ８ ７ ｋ ｇ ／ ｍ
３

、 骨 材 ９ ０ ５ ｋ ｇ ／ ｍ
３

、 高 性 能 減 水 剤 ３ ２ ． ２ ｋ ｇ ／ ｍ
３

、 及

び 補 強 用 繊 維 １ ３ ７ ． ４ ｋ ｇ ／ ｍ
３

（ １ ． ７ ５ ｖ ｏ ｌ ． ％ ） に 配 合 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 橋 梁 構 造 １ ０ ａ の 形 成 方 法 の 上 部 構 造 物 形 成 工

程 に お い て 、 配 置 工 程 に よ り 配 置 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ の 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け

る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 に お い て 、 鉄 筋 ３ ８ を 含 み 路 面 部 位 ２ １ よ り も 上

方 に 突 出 し た 上 部 構 造 物 で あ る 壁 高 欄 ３ ０ が 形 成 さ れ る 。 壁 高 欄 ３ ０ は 、 プ レ キ ャ ス ト 床

版 ２ ０ ａ が 配 置 さ れ た 建 築 現 場 に お い て 、 型 枠 の 中 に コ ン ク リ ー ト が 流 し 込 ま れ る こ と に

よ り 形 成 さ れ る 。 ま た 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 壁 高 欄 ３ ０ が プ レ キ ャ ス ト 床 版

２ ０ ａ の 耐 水 部 ２ ５ の 上 に 接 合 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ は 、 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お い て 、 路 端 部 位

２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 の 少 な く と も 一 部 に 、 路 面 部 位 ２ １ よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ

橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 す る 耐 水 部 ２ ５ を 備 え 、 耐 水 部 ２ ５ は 耐 水 性 に 優 れ た 超 高 強 度 繊 維 補 強

コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ て い る た め 、 耐 水 部 ２ ５ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 に お け る 路 面

部 位 ２ １ か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 耐 水 部 ２ ５ は 、 路 面 部 位 ２ １ と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ

、 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 全 て の 範 囲 に お い て 、 路 面 部

位 ２ １ よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し て い る た め 、 広 い 範 囲 に 亘 っ て 路 面 部

位 ２ １ か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 確 実 に 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ の 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部

位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 に お い て 、 鉄 筋 ３ ８ を 含 み 路 面 部 位 ２ １ よ り も 上 方 に 突 出

し た 上 部 構 造 物 で あ る 壁 高 欄 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る が 、 路 面 部 位 ２ １ か ら の 水 の 壁 高 欄 ３

０ へ の 侵 入 は 耐 水 部 ２ ５ に よ り 防 が れ る た め 、 壁 高 欄 ３ ０ の 鉄 筋 ３ ８ の 腐 食 を 防 止 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係

る 橋 梁 構 造 １ ０ ｂ の 形 成 方 法 の 配 置 工 程 に お い て 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｂ が 配 置 さ れ る

。 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｂ の 耐 水 部 ２ ６ は 、 路 面 部 位 ２ １ と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、

橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 路 端 部 位 ２ ３ と 端 部 ２ ２ と の 間 の 部 位 に 至 る 範

囲 に お い て 、 路 面 部 位 ２ １ よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し て い る 。 橋 軸 直 角

方 向 Ｙ に お い て 、 耐 水 部 ２ ６ の 路 端 部 位 ２ ３ か ら 路 端 部 位 ２ ３ と 端 部 ２ ２ と の 間 の 部 位 に

至 る 範 囲 は 、 例 え ば 、 路 端 部 位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 の ５ ～ ５ ０ ％ と す る こ と が で

き る 。 耐 水 部 ２ ６ を 含 む プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｂ が 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形

成 さ れ て い る こ と 等 の そ の 他 の 事 項 に つ い て は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 耐 水 部 ２ ６ は 、 路 面 部 位 ２ １ と 継 目 が な く 一 体 に 形 成 さ れ 、 橋 軸

直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 路 端 部 位 ２ ３ と 端 部 ２ ２ と の 間 の 部 位 に 至 る 範 囲 に

お い て 、 路 面 部 位 ２ １ よ り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し て い る た め 、 少 量 の 超

高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト に よ り 、 路 面 部 位 ２ １ か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ３ 実 施 形 態 に 係

る 橋 梁 構 造 １ ０ ｃ の 形 成 方 法 の 配 置 工 程 に お い て 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｃ が 配 置 さ れ る

。 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｃ の 耐 水 部 は 、 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 路 端 部

位 ２ ３ と 端 部 ２ ２ と の 間 に 至 る 範 囲 に お い て 、 路 端 部 位 ２ ３ に 接 合 さ れ 、 路 面 部 位 ２ １ よ
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り も 上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し て い る 耐 水 部 材 ２ ７ に よ り 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 耐 水 部 材 ２ ７ は 、 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 部 材 で あ

る 。 耐 水 部 材 ２ ７ は 、 路 端 部 位 ２ ３ の 近 傍 の 路 面 部 位 ２ １ を 覆 い つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し

て い る 平 板 と 、 地 覆 ２ ４ を 覆 い つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し て い る 平 板 と が 路 端 部 位 ２ ３ に お

い て 直 角 に 連 結 さ れ た 形 状 を 有 す る 。 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お い て 、 耐 水 部 材 ２ ７ の 路 端 部 位

２ ３ か ら 路 端 部 位 ２ ３ と 端 部 ２ ２ と の 間 の 部 位 に 至 る 範 囲 は 、 例 え ば 、 路 端 部 位 ２ ３ か ら

端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 の ５ ～ ５ ０ ％ と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｃ の 耐 水 部 材 ２ ７ 以 外 の 箇 所 は 、 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト

で は な く 、 一 般 的 な コ ン ク リ ー ト か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 耐 水 部 材 ２ ７ は 、 プ レ キ ャ

ス ト 床 版 ２ ０ ｃ が 建 築 現 場 に 配 置 さ れ る 前 に 路 端 部 位 ２ ３ に 接 合 さ れ て い る 。 ま た 、 耐 水

部 材 ２ ７ は 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｃ が 配 置 さ れ た 建 築 現 場 に お い て 、 路 端 部 位 ２ ３ に 接

合 さ れ て も よ い 。 ま た 、 耐 水 部 材 ２ ７ は 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ｃ が 配 置 さ れ た 建 築 現 場

に お い て 、 路 端 部 位 ２ ３ に 配 置 さ れ た 型 枠 の 中 に 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト が 流 し 込

ま れ る こ と に よ り 形 成 さ れ て も よ い 。 そ の 他 の 事 項 に つ い て は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 耐 水 部 は 、 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 路 端 部 位 ２

３ と 端 部 ２ ２ と の 間 に 至 る 範 囲 に お い て 、 路 端 部 位 ２ ３ に 接 合 さ れ 、 路 面 部 位 ２ １ よ り も

上 方 に 突 出 し つ つ 橋 軸 方 向 Ｘ に 延 在 し て い る 耐 水 部 材 ２ ７ に よ り 形 成 さ れ て お り 、 耐 水 部

材 ２ ７ の み が 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト に よ り 形 成 さ れ て い れ ば よ い た め 、 最 小 限 の

量 の 超 高 強 度 繊 維 補 強 コ ン ク リ ー ト に よ り 、 路 面 部 位 ２ １ か ら の 水 に 対 す る 耐 水 性 を 高 め

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と

な く 様 々 な 形 態 で 実 施 さ れ る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 ２ ０ ａ ， ２

０ ｂ ， ２ ０ ｃ の 橋 軸 直 角 方 向 Ｙ に お け る 路 端 部 位 ２ ３ か ら 端 部 ２ ２ に 至 る 範 囲 に お い て 、

上 部 構 造 物 と し て 壁 高 欄 ３ ０ が 形 成 さ れ た が 、 上 部 構 造 物 と し て 鉄 筋 を 含 み 路 面 部 位 ２ １

よ り も 上 方 に 突 出 し た 中 央 分 離 帯 が 形 成 さ れ て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ … 橋 梁 構 造 、 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ … プ レ キ ャ ス ト 床 版 、 ２

１ … 路 面 部 位 、 ２ ２ … 端 部 、 ２ ３ … 路 端 部 位 、 ２ ４ … 地 覆 、 ２ ５ … 耐 水 部 、 ２ ６ … 耐 水 部

、 ２ ７ … 耐 水 部 材 、 ２ ８ … 鉄 筋 、 ３ ０ … 壁 高 欄 （ 上 部 構 造 物 ） 、 ３ ８ … 鉄 筋 、 Ｘ … 橋 軸 方

向 、 Ｙ … 橋 軸 直 角 方 向 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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